
第 55号
〈創刊55号特集〉

）

陽

風

話

舜

之
き
路
　
ケ
み
え
け
て

女
え
Ｌ
　
垣
―モ
　

咲
く

発行 社会福祉法人陽風園 金沢市三日新町 1丁目8番 1号 容 (076)263-7101

識壺尽

`了

亀 .1

L篠:タ

輪絋一二一シ
４

と
き
日
に

一
治
の
ん

）

故

　

安
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隆

明

先

生

を

偲

ん

で

理

事

長

　

奥

　

　

　

清

一死
　
参
議
院
議
員
　
国
務
大
臣
科
学
技
術
庁
長
官
　
ユ削
　
社
会
福

祉
法
人
　
陽
風
園
理
事
長
　
安
田
隆
明
先
生
は
、
平
成
二
十

一
年
七

月
二
十
日
　
午
前
六
時
半
　
九
十
二
歳
で
御
逝
去
な
さ
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

安
田
先
生
は
、
平
成
三
年
七
月
か
ら
平
成
二
十
年
十
二
月
ま
で

十
七
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
陽
風
園
理
事
長
を
お
勤
め
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

そ
の
間
、
園
祖
小
野
大
三
郎
翁
の
仁
愛

・
徳
行
の
遺
志
を
敬
慕
さ

れ
、
心
は
常
に
園
と
共
に
有
り
、
陽
風

一
家
の
美
風
の
も
と
、
職
員

と
と
も
に
心
を

一
つ
に
し
、
崇
高
な
る
福
祉
の
使
者
と
し
て
奉
仕
の

誠
を
捧
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
　
世
の
た
め
　
人
の
た
め
　
国
の
た
め
　
尽
さ
れ
ま
し
た
顕

愛
の
念
に
は
尊
き
も
の
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
　

水ヽ
年
に
亘
り
施
設
、
生
活
環
境
の
改
善
、
整
備
事
業
を

推
進
さ
れ
施
設
基
盤
は
逐
年
整
う
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
に
、
陽
風
園
中
興
の
祖
と
申
し
上
　
　
　
´

げ
て
も
過
言
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

安
田
先
生
　
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。
敬
愛

・
心
情

・
聖
な
る

父
と
し
て
畏
敬
し
て
ま

い
り
ま
し
た
の
に

残
念
で
ご
ざ

い
ま
す
　
一果
惜
の
念
に
堪
え

ま
せ
ん
。
心
か
ら
　
御
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
安
ら
か
に
　
お
眠
り
く
だ

さ
い
。

多



陽 風 園 だ よ り 第 55号

ぼ
の
作
業
所
　
山
口
　
幸
子

・・一・

一一一一一一一一一一一一一一・
　

　

　

一一一

一一一一一・・・．一一一一一一一一．．．一一一一
一一一

立
き
考
Ｐ
　
　
　
　
　
　
・，
一〓
―

■
・

脊
炎

い
て
生
ま
薇
ｔ
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子
ら
ケ

薇
ビ
　
　
　
　
　
　
　
‐
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Ａ
も
人
ケ
リ
　
仄
も
人
ケ
リ
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一誦冨甲
．舞
ガ
な
のパ
」ビ崚
蒻
掏簾脚
一』
薇
碁・之

〓
ｔ

ヽ一？
ぉゎ％だ臓れ
ば躙
蔚
鞠
贄
子

一
錘
・　
知
ゎ
ナ
唯
馘
ぇ
赫
喘
』
物
』
詢
鶴
部
桑

由
香

）

鐸賀ト

優
秀
作
品
の
こ
紹
介

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ

「福
祉
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
」
で
、
介
護
の
日
々
を
詠
ん
だ

介
護
短
歌
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

番
組
に
は

「
歌
を
詠
む
こ
と
で
気
持

ち
が
癒
さ
れ
た
」
、
「悩
ん
で
い
た
の
は

自
分
だ
け
で
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
と
の

こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
当
園
に
お
き
ま
し
て
も
、

奥
理
事
長
の
発
案
に
よ
り
職
員
を
対
象

に
、
介
護

・
支
援

・
保
育
等
の
日
々
の

仕
事
を
通
し
て

「
人
を
思
う
心
」
を
詠

ん
だ

「陽
風
園
福
祉
短
歌
」
を
募
集
し
、

職
員
自
身
が
業
務
を
見
直
す
機
会
と
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

四
百
四
十
七
名
の
職
員
か
ら
千
百
二

十

一
首
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
、

最
優
秀
賞

一
首
、
優
秀
賞
五
首
、
優
良

賞
十
首
、
佳
作
二
十
首
の
合
計
三
十
六

首
を
選
ん
で
、
去
る
九
月
二
十

一
日
敬

老
の
日
に
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

陽
風
園
職
員
の
日
々
の
業
務
に
係
わ

る
思
い
や
感
動
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
お

り
、
普
段
は
、
触
れ
る
こ
と
の
少
な
い

陽
風
園
の
内
面
を
知

っ
て
頂
け
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

質

っ
ぼ

の
　
お

工
の
中

に
　
ろ
ゝ
れ
て
る

べ貧
べ
る
古
ぞ
ｒ
　
作

る
幕

グ

ハ
ビ
リ
ポ
ー
ト
若
葉
　
隅
屋
　
　
優

半
釉
Ｐ
　
東
く
な

い
の
と
　
え
辻
わ
れ

け
を
流
ｔ
て
　
お
ど

つ
え
秩

第
二
万
陽
苑
　
森
田
　
実
華

翁
の
後

に
　
４
Ｐ
合
わ
す

Ａ
も

一
札

事
務
局
　
金
田
　
浩
信

蒻
さ
れ
た

家
に
帰
る
し
　

４ヽ
う
母
に

長́
安
説
得
　
´́
一女
と
き
付
く
万
陽
苑
　
牧
谷
　
　
昇

コ
ー
ル
嗚
り
　
た

い
で
行
く
と
　
り
も
，

い

萩
に
い
か
ら
し
　
ぼ

つ
り

つ
Ｊ
ヤ
く

第
二
万
陽
苑
　
　
松
田
　
美
晴

そ
ば
に
ス
マ
　
園
令

い
つ
か
と
　
同
う
た
後

母
が
来
る
よ
ど
　
′
解
ま
せ
る

ハ
ビ
リ
ポ
ー
ト
若
葉
　
池
之
上
幸
男

陽
風
Ｐ
　
ン
えヽ
ぎ
る
雲
も
　
多
け
れ
ビ

生
き
ド
に
　
い
つ
ｔ
か
陽
が
射
す

陽
風
園
木
越
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
義
卜
　
昭
雄

「家
帰
る
」

「
川
口
帰
ろ
う
ね
」

今

い
●
某

め
な
た
の
笑
顔
に
　
ド
で
御
え

第
三
万
陽
苑
　
谷
内
　
和
子

尺
ハ
と
　
口
だ
っ
て
選
ｒ
ｔ
　
介
護
ハ

苑
欠
晨
ｔ
く
　

一
人
ね
じ
な
く

向
陽
苑
　
金
丸
　
博
彦

時

に
は
子
　
ま
た
め
る
を
さ
に
　
場
に
な
る

め
，
た
の
せ
界
の
　
中
で
の
２

ハ
ビ
リ
ポ
ー
ト
若
葉
　
近
藤
　
　
幸

「
ビ
，
た
さ
ん
？
」

依
笑
び
■
の
　

石́
〓
絶
さ

身
体
え
辻
う
　
懲
子
の
●
凌

三
陽
ホ
ー
ム
　
安
田
　
耕
治

響
珀
量:=蓬
= 
栞

翡 守 ki賽
‐霰常

こ優良賞ii
語 1ヽ

■
カし

イ炎レt
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つ
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継
ャ
か
，
　
た
た
だ
か
め
　

賽ヽ
堵
す
る

パ
に
ん
く
　
ま
の
春
崚
ｔ
事
務
局
　
栗
田
　
則
子

新
卑
ｆ
　
仕
事
始
め
て
　

イ
ヶ
月

物
め
マ
分
か
る
　
況
の
右
え

第
三
万
陽
苑
　
和
田
　
祐
樹

晨
蒻
ｘ
り
　
不
姜
ど
戦

い
　
必
ａ
い
日
か
す

朝
に
ネ
る
か
ら
　
冶
ず
末
る
か
ら

向
陽
苑
　
谷
内
　
優
子

晨
み
も
の
　
洛
う
よ
う
に
は
　
で
き
な

い
と

％
ナ
が
ら
も
　
紋
ひ
と
つ
サ
ｔ

第
二
万
陽
苑
　
谷
保
　
敏
美

先
生
に
　
笑
顔
で
ね
か
れ
　
バ
イ
バ
イ
ど

４
ｔ
く
も
あ
り
　
港
に
く
も
あ
り

み
ず
き
保
育
園
　
田
嶋
　
鈴
香

幼
Ｚ
の
十
　
広

っ
て
い
た
の
　
・昴
風
教

ろ
ん
た
が
来
る
と
　
口
だ
っ
て
ム
ｔ
た

お
年
寄
り
地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
み
つ
く
ち
し
ん
ま
ち
　
キす
下
，
一利
卓
小

夫

い
に
　
足
が
痛

い
し
　
いに
く
ズ

の

ハ
ー
毛
ニ
カ
同
さ
　
今
日
も
未

（
ゆ
く

第
三
万
陽
苑
　
輪
島
美
代
子

子
ど
も
た
ち
　
小
さ
ケ
４
で
す
る
　
石́
た
た
き

４
か
ら
仏
わ
る
　
俊
ｔ
い
え
崎
ら

み
ず
き
保
育
園
　
福
村
　
亮
子

誕
生
曰
　
迎
え
て
義

つ
と
　
同

い
て
み
る

も
う
分
か
ら
ん
ど
　
笑
顔
は
こ
ろ
∫

第
二
万
陽
苑
　
門
谷
　
和
樹

「あ
り
が
ど
う
」

崚
ｔ
く
み

つ
め
　
依
笑
ま
れ

ど
げ
ど
げ
だ

っ
た
　
自
分
Ｐ
悔
ヤ
じ

第
二
万
陽
苑
　
免
田
　
夏
実

）

十
え
の
　
車
の
た
け
几
マ
　
サ
乃
ム
ｔ

サ
行
恭

い
ら
ぬ
　
孝
思

い
て

第
二
万
陽
苑
　
浅
野
　
裕
美

陽
橋
昇
り
　
お
ぼ
よ
う
の
力
　
花
ｒ
え
え
ば

帝

か
ナ
晨
に
　
駒
ケ
で
お
ろ
十

第
二
万
陽
苑
　
中
山
　
優
子

新
×
酢
　
期
待
ど
不
姜
が
　
几
え
聰
（

本
人
墜
り
　
家
族
娠
ヤ
か
三
陽
ホ
ー
ム
　
土口
川
　
公
望

ど
こ
行
く
の
　
ム
マ
行
く
め
，
た
　
採
ｔ
マ
に

に
こ
に
こ
顔
に
　
ま
ソζ
蒻
さ
薇
ｔ

向
陽
苑
　
河
村
　
和
美

介
薇
す
る
　
れ
の
脊
嗜
に
　
あ
り
が
ど
う

そ
の

一
言
で

酪
衝
の
笑
み万
陽
苑
　
高
田
　
　
賢

繰
り
近
す
　
で
の
許
え
よ
　
同
き
凩
り
て

薇
め
た
る
思

い
に
　

抒ヽ
り
添
え
る
か
ケ

第
三
万
陽
苑
　
山
田
　
正
則

新
人

へ
　
満
準
の
サ
景
　
ひ
と
つ
ず

っ

物
“
〓
さ
れ
ず
　
身
が
引
き
婦
ま
る

向
陽
苑
　
佐
伯
真
由
美

事
務
局
　
大
森
万
寿
夫

調
曖
場

に
　
春
り
ほ
う
　
え
カ
レ
ー

食
秋
そ
そ
り
　
御
へ
わ
り
琥
ム
事
務
局
　
一昌
林
美
智
栄

子
に
わ
け
る
　
ま
ナ
ざ
ｔ
優
ｔ
　
半
ど
ｔ
マ

そ

っ
し
奨

め
る
　
シ

ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
Ｐ

万
陽
苑
　
山
峙
　
光
江

陽
風
園
福
祉
短
歌
表
彰

・散
老
の
嘔
記
‐‐‐‐‐‐念哺
演
　
　
●
●
・

九
月
二
十

一
計
の
敬
老
の
日
、
金
城
大

学
短
期
大
学
部
日
本
画
主
任
教
授
丹
羽
俊

夫
さ
ん
に
ご
来
園
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「敬
老

敬
天
愛
人
」
と
題
し
て
講
演

さ
れ

「引
き
こ
も
り
の
若
者
や
自
殺
者
が

増
え
る
中
、
戦
後
の
貧
し
い
時
代
を
一生
き

抜
い
た
お
年
寄
り
が
経
験
談
を
語

っ
て
い

く
べ
き
だ
」
と
ユ
ー
モ
ア
た

っ
ぶ
り
と
大

変
分
か
り
や
す
く
お
話
下
さ
い
ま
し
た
。

―
ヽ出ヽFヽど籠蟻澪ミ♂ヽぎ こヽ日ヽFヽ

―
_― ミ辻
「

ヽ」ヽも

ネ
宏躊
1幻 ″ヒ
ロ に

で

タト
風ヘ

Pム
来た
にヽ ヽ

も
｀
ど

拝
ま
″ヒ

マ

″
―

Cttf儘″角r′■
“"L:多―

―

多
―

佳  作
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理
幕
一褥
の
機
誦
黛

理
事
長
　
奥

ツ青

曰
燿
●
ふ
押
Ｆ
ゆ
‘
Ｌ
ゲあ
ソ
ま
す
ひざ
★
雀
ハ卑
之
（参
ソ
ζ
不

Ｊ
て
３^■
１

店
σ

後^
ト
パ
９
１
■
ス
階
あヽ
菓
ハ（参
り
・
０

？

Ｊ
す

。

′―、

２

カ

‐‐、
び
あ

亡
話

い

子

∂
ｔ

卜

承

永

・
知

出

先

な

あ
奎

丞

―

石
条

ｒ
ｔ

フ
‘争

小
さ

解

μサ
中

に

は

芥

年

こ
多
に
也
；
ｔ
Ａ
％
町̈
，
そ
加
え
４
１
．私
ρ
タ
リ
妖
フく

ビ

３

ｌ

Ч

そ
の後
Ｉ
浄
ｉ
晨
グタ
誰
Ｐ
ｉ
お
与

一́た
乏放
ワ
虐
町
ラう

と
し
フ
７

′
夭
毯
北
卜
沿

そヽ

‐ｉｔ
ｉ
あ
て
旗
〔
２ん
生
八
体

並
κ
こ

・■
９

，
漁
Ｔ
３
■
Ч

　

。

い
つ編努
Ｆ
Ｔ
，弊■り
´
ゲ
か
，―
く
ん
が
日
と
つと
‘
名
征ゃ
か
ひ
ぁ

あ
Ｔ
ｃ
てい，，？シャ
〕ラ
マ
ー。資
殊
ド
イサ
と
本
て
島
得
た
″
しヽ
ュ
ラ

Ｔ
σ
み
κ
ゑ
，ん
【
ｐ
誰
が掛
り
て
ヽヽがい
よ́
¨
ふ
い
フ
乍
ヘ

ら
に中
よ
Ｆ
ナ
矛
掛
り
，
１
‥
４

。

ぷ
ｋ
久
″付
ヨ，
４
と
そ
い々
■
体
バ^
地
ふ
『κ
‘若
あ
ヌ
Ｒ

り
●
や
つ一７〇
一４
が騰
‐，，
ｒ
ｉ
３
研
―
。

ま
２
す々
τ
と
そ
漁
た
象
が争
にあ
，
毛
名
ス曾

筵^

ら
麻
グ
ル
∠
く
子
う
，
１
　
．

３
小
日
●
１
■
群
雰
子
Ｉ亡
４・か
′み
そ
ぇ
グ
台
芥
の紅
レク

Ｌヽ
りと
０
キ
Ｔ
ι伴
り
だ
鳳
「・コこ
あ
ス
イ
‥
ネ
■
睛
　
い

″石
ふ
何
り
お
み
を
ｉ
が
不
ド́
の̈
２Ｆ
ξ
び
レま
つ
ゲ
ー
？
　
。

表
グ写
″ｉ
・グ，
あ
各
ζ
せ
狂
ふ兼
パ
ー
一μ
ミ縁
ワ
ｒ
，

´
び
Ｐ
る
か
ら
ン，っか
―
邊
口
にわ
れ
て
，
乍け
２
いが
Ｆ
ｉ
ａ
び
υノ
７
ゲ
７
、

お
せ
ん
のム
ト
λ

い鮨
年

ヽ^
布

朱^
房

ド
承
ｒ
；
１

．

私
申
絲
宵
ム
肌
Ｉ
じ
；
あ
各
ク
ま
え
つ
ハ
子
ク
し
千１
　
。

エ
ネ
五
・
て
る
こヽ
か
で
ニ
ー
‐
つ
，ユ
左
鉢，
２
谷
く
ｔ
４１
，・Ｌ
び
あ

ろ
，，初
手
年
）⊆
ゑ
ザ
が
カ
リ
し、フ
ー
ト
　
。

す
がｉ
ｔ
だ
丞
府
い
う
ウ
タ
姿
砕
Ｒ
７
ｒ‐
眸
．
′―、
ふ
じ
ン
は
仁ヽ
・

ビ
が
欣
ω
′
∂
フ
Ｙ

老
ネ
躊
れ
だ
物
半
９́
１
，、
ｏ
六
ムホ
２
／ヽγ

お
そ
之
′
れ

岸
イ
吸
い有
Ｉ
いう
次
Ｙ
ｌ

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ム

吻^
間
，
そ

人
間
芸
月
フー
十

爺
征
大
革
乙も
の
，

一

あ
う
い
ど
Ｆ
り
上に
う
‐フ
ゲ
ヒ
円
に
，
卜
の
び
■
Ч
。

せ
先

と
全
狂
セ
に
．含
み
Ｆ
蒔

蒸
省
令
い鳳
駆
´
‘，
す
小
ぼ

呑
久

れ́
た
収
な

け
が
り
知
ネ
′
ん

。

子

サ
各

欽
１

３
時
に

、全
彙
ふ
だ
，

行

ネ
７

舌
す
いｏ
メ
が
ス
か
の
■
可
‘
。

せ
れ
２
微
夕
ｉ
７
赤
，
Σ
魚
ス
マみ
，
１
■
片
方
い与
ご

ν
ユ
ス
狂
族
爾
融
り
リ
ム
′
，
と
あ
で
ぇ
・
胸
て
賜
（

下
↑
ネ
子
ｉ
４
‐
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

イ

し
て

ホ

乙

／
算

日

Ｐ

お

せ

ん

嚢

，

と

Ｆ

Ｉ

‥

現

″
卜
一
電

■

１

。

方
ｆ
κ
ワ
え
・時
ホ
タ
方
盗
グ
乏
晃
ニ
ー
漱
１
　
。

み
サ
え

日^
て
子
どり
のＲ
象
贅
宇
‘
いう
ひ
■
４
　
。

・Ｘ
筋
ぶ
〓

ホ
，
，
π
ス
セス
茨
解
ヽ
Λ
そ
、人
間
が
あ
Ｆ
子
が

―
、ス
Ａ
Ｉ
が
、ヽЮ
を
外
と重
‥
２
Ｆ付
け
て
い‘
の
び
Ｐ
，７
で
Ｆ
矛

赤
２
，
ス
ふ
ｚ
ｏ゙
あ
せ
２タ
ロ
立
分
ャ
ト
Ｆ

ギ
合
入
ｏ
人
，ス・υフてね
―
・
・

藤
ス
リ
↓
Ｆ
ｌ
み
／″
び
７
‐ょ
―
ダ

い
い卑
こ
宏ｎ
，７７中
―‘夕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・●

Ｆ
Ｆ
新
ル

あ
寸
′
日
Ｒ″与
ァ１
３
１
　
。　
　
　
　
●
．

ふ
ちや‘

そ
ｆ
ヴ
ｌ
ｋ２
ス
マ
あ
ｏ
２′
休
ル̈
，
ぉ

せ
之
・犯
ん
聡
ご～
の
ｌ
ｑ
　
。

こ
ｔ
‥
ヒ
膊
呑
舞
こ
暉
ズ
対
ド
得
ｔ
Ｔ・４′
‥
で
す
′
。

フ意
ｒ
叩
れ
瓶
と
看
ト
イ
て
さ
そ
こホ
と
夕
側
ゲ
ι
距
な
く

し
，
フ
あ
サ
之
Ｌ
ゼ
に
て十
み
ん
Ｆ
夫
Ｔ
ζ
共
フめ
い
ｔ
ス
ζ

人
着
＾
∴
領
ん
■
―
の
ざ
サ
‐
　
。

何
σ
語
小
リ
ツ
も
く
Ю
あ
ｌ
ｉ
グ
浙
りυ
み‘く
ゴ
↑
芝
ふ
久
ζ
一

日
Ｔ
２
旦
セ
ツ
が
２
んヽ
　
ど
．

）

新
‐
２
二
必
．を
ゑ
Ｔ
添
，
Ｆ
ぁ
せ
た
・∩
ム
欠
７ハ
て
下

一〇

本

‘
ｂ
‘

くホ
皐
ん
―

十
↑
ｂ
工
ん
″
で
〓
いＬ
■
▼
ロ
ー
、ヽ　
ビ
由Ｆ
・ラ
刀
口
．

虹
瞑

ヱ
次
″緞
卜
対
―
て
あ
β
ふ
ｒ５
７看
ト
ー

久
腕
ミ
リ

親
と
倉
ル
■
殺
Ａ
た
・殻
´
忌
エ
イ
み
Ｒ
傾
Ｏ
γ
２

の
日

）^
つｌ
ｔ
２
い
肌
容
休
〆
Ｌ
せ
ｐ
十
ρ小
小
，
そ
ん
　
。

ホ
そ
ん
の峙
い
奴
か
あ
ｉ
卜
くる
ヽ
１
９
ム
グ
タ

び
Ｆ

な
口ぴ
レ
ー
ワ
グ
ー

７
一　
。
●

？
Ｊ
，

ス
一．ス
‘
象
緊
Ｔ
と
資
然

＾
ヤ
び
殻

″
尋
夕

‐、
移

々
て

いｉ

争

■

。

人
工れ
と飲
させ
ｏ湯
〈
びｕ
．レ
，年
とふ
Ｚ
夕
だ
Ｌヽ
あ
て

ふ
多
相ｏみ
２λ
，あ
笑
み
ご話
，写
、気
を供
―
お
ｔ

′ヽ板
ヽ
う
●
■
Ｏ

ｃ　
　
●
一
一

ヽ
好

レ
Ｆ

輌
洪

子

（
そ

こ
１

）
・
触

弊

今
か

、
よ
■

林

ヽ
代

Ｌ

卑

′２

．

ム
ー
■
⑮
２着
，“人
間
上
０
■
‥
芝
め
ど１

。

劫
・籠
一́
，
お
ｆ
ｆ
翻
弊
今
ウ
富
Д
バ豫
く
″
にを
入
●

＋
ι
一
り
仁
」́
子
グ

ｏ
ど

ぬ
久
率

ニ

ニ

由
２
ゲ
ュ
謄
林

２
将

フ

ト
人
間
へｔナ
∩
‥
ｋ
ヒ
ユ・̈，力
申
ｉ
，
■
り　
。

″
久７
２
知
一ハ
ｏ
知
宅

あ^
，
三
井
催
２
つ
く
―
」
ｉ
ヮ
諺
が

あ
ま
４
。メ
響
鳥
一二
れ
る
リ

ス
ｒ
穿
総ムス
Л
と

去
ｎ
∵
マ
‐７
ひ
，
〓
ι
ん
　
。

ソ
フｒ及
ｏ
李
４
２，
ス
直
ｔ
肌
ｔう
・醸
１
か
１
人
フ
ト

Ｉ
Ｒ・秋
１
・方
‥
甘
ａ
ｌ
　
。

私
に
戸
引
”
亡
ｆ
及
（２
小玄
％
じ
で
二
年
〈れ
２
胆
准
ｋ
■

〓化が
■いり
３ア
Ｖ
　．　　　
　　　
　　
　　　
　　
一

方
一る
●あ
暴
・間
企
ｒ
凝
．̈卜
～■
Ｉ

Ｓ
″
バ́
４
ん

が
そ
つヒ方
が幕
彎
てこ
陽
Ｌ
″家
虎
Ψ
■
ス
ｌ
ｐ
ゲで
フで

‥
Ｊ
ｔ
卜
。
そ
魚
馴
友
■
一夫
ｏ
ｔ
す
ぐ
Ｓ
〓
が立
だ―
ミて

ピ
を

／
Λ
β
ャ
ヒあ
ｏ
．”な
″
こ
腱
・
２
Ｄ
ゎ
―

先
生

お

サ
そ

ん
璃
任
区
ゲ
を
踊
「ヮ
ｌ

ι
・，

“
峡

―

ア
呑

口
Ｆ
ハ
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い
々
リ
オ
マ
３
と
ρ
ば
，フ
，―
？
・
・

と
フ″午
ね
て
，
ｌ
こヽ
が
あ
～
，
，
１
　
。

ッて
，
か
よ
び
′
Ｆ
≡
あ
「
／

Ｆ下
品
口
・
み
し
ケ
フ
・い
や
う
‥

び
り

よ
く

十
た
だ
事

卜
着
第

′
午
・，
２
ゐ

何

″
ｂ
あ

何
Ｔ
＞
が
り
あ
―

し

す

３
と

Ｓ

ア

ー

だ
裕
上
″で
，
ム
・
あ
せ
と
ん
与
た
ｏ
４
く
，そ
ネ
が
；

胞
―

付
■
胞
工
付
Ｉ
リ
ーー
で
ラ
…
」

ヒ

詰
乍
ｔ
ｔ
ウ
■
詐
ｌ
ｆ
卜
Ｆ
を
二

日
十
多
～
ユ
′
１
　
，

私
曰
．Ｓ
オ
喜
春
季

Ｅ
〓
３
だ
あ
４
１
　
９

お
４
２
χ
・
４
年
行

そヽ
セ
が
，
と
胞
ミ
村
‥
・
Ｔ
，メ

・〆
が
手
係
鳥
ｆ
ラ
素
こ
〓
そ
―
形
¨
薇
―
の
ぴ

す
。こ
％
争
―
小
ア
双
セ子
分
を
〓
７
．
ρ
ミ付
が
ネ
て

ぉ
０
え
ず
‥
涙
２凛
象
■
、一之
ぴ
，
フ
ー

荘
怨
八^
つ
静
今
鷹
矛
‘
ご
レ
∂ヽ
，
Ｆ
ヽヽ
と
″
ノ
Ｊ
＾
ノ
ー
‥
，　
　
　
　
　
。

圏
圏
園
則
□

ハ
叢
オ
う
ス

さ
小
る
ス

ム愛
と生
命
´
全
霞
短
歌
パ
旦
口
Ｎ

Ｈ
Ｋ
婆
―
アむ
花
祉
オ
ｒ
７
ク
で
紹
小
さ
ネ
ま
し
た

。

●こ
な
ふ
の
，
あ
ろ
ス
嫁
ア
ッｃ
笠
須
Ｚ
ふ
せ
Ｌ
巖
僚
よ
う
レ

・
時
々
卜
，蒼

栓

き

な
，

今
代

，

一ネ

λ
誓

啄
つ
寸
年

曰
う

ソ

短
歌
と読
み
な
が，
全
り■
う
オ
３
晟
～

ι
バ
Ｌ
こ
こヽぬ

に
い
者
，１
０
の
二
帯
一じ
‘
―
■
が
で
‥
二
４

。

牛
令

そ

甲
７
あ
Ａ
之

が
，

お

蟷
之

？
と
貫

箸

啄和
談

そ
女

け
ユ
ｔ
た

。

デ
・ン一七
・ィ
赦
ｉ
下
ユ
。
塚

姑^
は
セ
■
六
↑
す
。３
項́
少

し
祥
子
が
お
ゲ
イヽ
ケ
，て
１
・ｔ
■
。嬌
ｐ
知
′
お
ゼ
ｏ
知
，え
藤

リ
モ
て
は
パ
リ
ら
，
フト
，
，て
，
Ｊ́
レ
た
。
″
与
ユ
た
が
ド
に

ウ
ソ
物
に
り
と
一な
つ
―‐
物
に
け
う
ホ
，
物
にワ
‘
あ
了
／ん
で
し
ょ
，フ
が
２
Ｌ

そ
ａ
区
別
１■
ど
ウ
す
性
”
ぞ
２
み
ん
こ
レ
Ｊ
つ
が
？
ご
．赦
■
マ
Ｔ
Ｒ

い
…

」
ふ
，フ新
ヌ
間
で
し
Ａ

。
そ
ミ
で

，

ｒ
ホ
け
て
み
せ
る
ウ
ス
従
り

と
な
マ
ン
け
Ｌ
・３
フ
Ｆ‐
記
知
症

‘
μ

一に
別
オ
３
」
Ｆ
こ
な
か
し
い
こヽ
こ
才
′
。
ウ
ソ
が
マ
ツ
ト
が
　
マ
フ
ト
が

ウ
ソ
↑

ｉ

済
〔
面
と
行
，ら
＃
木
■
り
素
Ｔ

ツ
行

′
り
す
う
い
が

ぁ
年
二
リ
ス

に
Ｐ
匈
な
特
徴

こ
す
。
お
お
ん
ウ
ロ
ト
‘
つ
て
５
０
ル

ネ
グ
十
↑
く
な
２
Ｆ
ソ
小
き
く
う
′Ｆ
ソ
フ
て
いう
の
ぞ
い
ろ
一こ
レ
ノ
，
が
…
。

こ
ウ
ぞ

お
曇
２
の立
場
い
た
，こ
ろ
２
て
み
ヴ

み
に
ろ
ι
之
こ

・
フ
う
本
当
や
／

Ｐ
，ｉ
多
之
か
い
ね
１
／

ど
＋π
郷
立
て
る
、ヽよ
う

に
レ

て
ム
ヴ
て
下
・
ヽ
お
顔

じ
，
マ

／

と
ル奈
…

お
そ
き
レ
た

。

私
薇
曰
り
う
幕
よ
話
Ｔ
閣
ヤ
て
み
・Ｊ
し
１
，，
三
骸
〓
ん
‘
磁
響‘ん
と
，

間
ド

んヽ
０
や
リ
ー
が
あ
，Ｆ
よ
う
で
オ
フ
。

７
・み
―
あ
摩
な
編
´
・

本
法
こ・，
な
，ど
生
省
颯

ウ

気

村
だ
／卜
が
い
歳

，
Ｉ

ヱ
円

矛
茄
小
‘
Ｌ
が
い
ね

ビ

もヽ

じ
／ヽ
ｆ

い
フ
一”為
う
レ
Ｌ
″
や
　
ヽ
）κ
々
Ｆ
，
フ
ｚ
一
ツ
」̈
ι

，
お
，

あ
ら
や
ん

こ

つヽ
ろ
，
Ｆ
バ
や

■

」。

ぽ
いた
，私
ζに
あ
り，
て
ん
／〓
ニ
ゴ
Ｔ
、な

知
；
′
γ
●
・

ぽ
ろ
ク
誰
や
？
え
虜
を
〓
″イ

ウ
イ
濡
り
な
″
計

「孫
で
１

系
・
原
き
，やス
膝^
■
■
ク
倉
界
‥
ぢ
ｆ‐ん

で
す
…
ぞ
れ
こ
３
３
予
橋ネ
●́ん
ぞ
才
Ｉ
Ｌ
」

ポ

，
米

宋

κ

ｆ

ｌ

え
況

ヽ

ん
徊

，

こ
た
か
―

い
い
ｍ
減
タ
ー
ユ・ラ
つて
０
，フ
．
一猾
ダ
ド
μ
ザ
Ｒ
折
「／
麻
去
ロ
カ
¨
う

一惰
り
て
，
ビ
・ル
ん
の
ｌ
．ウ
ス
膠
ノか
り
掏破
な
縫
熊
ｔ
て
υ
グ
ク
２
ヾ
／
●
」
．

い
ん
ど
卜
…

い０
１
ド
有
フ
て
，
Ｆ

／

］

嫁

之

と
♯
２

品
腎

κヽ
な
け
一ノ
取
よ

あ
，Ｉ

，，
こ

夕
諾

と

か
り
て
和
部
で

マ
Ｑ
Ｆ
め
び
■
７

。

で
ｏ
３
ネ
こ
口
ヽヽ
り
ま
せ
だ

。
お

口̈
あ
Ｚ

る
と
こ
κ
な
ｒ
閣

上̈
”
あ

次

め
れ

２
く

一体

ぐ
ι
Ｊ
ウ
と
オ

カ
ユ

タ

フ
レ
ゃ
る
め
こ
ン
ｆ
，
か

？
・
。

み
ロ
ム
ヱ
ん
り
Ｌ
″
濡
Ｆ
ていれ
澪
Ｉ
■
′
因
″石
ｏ
あ
‘
ッ
ーー

で
に
ろ

ｕ
で

↑
水

」
み

Ｐ
あ
り
で
ん
‥
χ

ろ
ド
ユ
只
め
チ・
て
み

”
ｚ
ヽ

…

。

「７
フー
み
は
あ
な
′
，
お
ｐ
あ
％
‘
え
てご
ら
ん

ヱ脚
４
Ａ
ゲ矛
輌
木

７
レ
ツ
う
て
ば
じ
よ
ば
じ
Ｆ

∴
ハ

″
‘
ラ
を
，
７
υ
つ
テ
て
■
■
れ
，Ｐ
あ

う

ゃ
ん
す
と
貶
“ぴ
…
オ
ニ
ハ
″
Ｆ
Ｉ
一や
一
一一・一紘

欠
．一
社
．．‘払

遅
７
い．ス
ん
ね
―
，７
嬰
つ
之
よ
丁
か
度
き
着
後
が

し
う
し
ず
フ
オ
■
お
ば
あ
２
之

Ｊ
あ
κ
ね
―
，
サ
ア
サ
ア
ー
　
．

あ
げ
あ
お
κ
合
及
り
，こ
漏
颯
Ｔ‥，
オ
ぐ
ゑ
■
却
．■
ι■
ｉ

誰

‐・
坐

ら́
ゆ
ん
で
リ
ーー
牛
ク

ス
ｒ
リ
ト
そ
―
，
‘
知
一メ
て
↑
―
か

「千‐
．

…
？
‘庁
十
‘
，
■
・ク
者
叫
で
ゆ
パ
ｔ
Ｆ
）
〓
布
ヽ
０
２
ぐ
る
あ
′″
や
フ
マ
ー
●

洗
濯
承
ウ
ム
Ｄ
レ
乾
燎
腋
υ
感
「
ｔ
７
く
乾
ぞ
―
が
タ
ー
．

ォ
■
何
ヽ
出
直
せ
ん
ト
ト
か
，
‥
Λ
″

バ̈
ぼ
′
ュ
κ
」。

〓
一ヽ
″
一
・， 一あ
る
…
い
・
ず
・・効
／″卜
一
√
賢
成
」
一一
・一
」
¨
一
一
一
，・
・

■
り
■
て
，こ
す
。
かわ
ん
２
５
″
お
賞
話
一
ク
リ
主
■

。
」

一ケ
ん
つ
‥
う
‘
の
―
む
こ
に
あ
，
ヽ
ん

ｏζ
ん
ヶ
２ヽ
た
入
‐ｌ
‘
‘
ご
り
●
・．が
１
．

獅
畔好
妊
緒
〓
て，
，
■

３一
で
一一一仕
洛
着
・．な
■
収ヽ
Ｊう
の
↑．■
●

〃
錆
野
可誇
気
レ
一簿
ウ

虐久
族
や
Л
ッのス
こ
り
を
〈け
上
め
ユ″
丞
笙
πで
あ
若

朋^
卜
Ｐ

あ
‐‥■
い／倉
押
Ｔ
小
芋
う
の
び
■
」

●

ぁ
卑
各

ｊ
一́一会
一令

大
人
ＫＩ
‘
分
■
才
・１

み
オ

面

子
２
騰
キ
じ

め
Ｆ
ｌ

。
　

　

　

　

　

―

ゼ
´
葡
手
′
傷
〕わ
け
な
丁
ウ
ド
人
”
■
午
フてや
ウ
み
け
ネ
ば
る
２
，

せ
ん
。わ
ぎ
Ｌ
τ
看
と
濡
立
り
〈
”
静
―
れ
Ｐ
フヽ
イ
ん
　
。

知

，ぬ
問

卜

ゐ
Ｖ
が
原
７

ろ

う
・
Ｔ
工
わ
色
る
，ι

“
´
守

ζ
”

ア
ラ
ッ
ンヽ
了
′
フト
・テ
】夕

―^
‘
一ム
方

と̈
ヽ

≠
９
ん
●
い
る
の
び
７
「
　
。

な
の
ド
籠
常
討
，
と
が
げ
３
よ
う
Ｆ
し
て

ン諄
ゃ
／
ご

乞
潟
，
ｃ
鷹
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Ｌ
ん
で
Ｌ′
し
行
，
く
せ
ん
め
？
，
い
ニ
ユ
ム
“
し
て
―
肥
が
し
ろ
いが
∵
囀

と
　
キ
合
の
，
ワ
て
い∠
め
び
，
１
。

一套
右
り
よ
フ
寸
‘
長
奪
・た
険
か，
ウ
κ
７
兄
く
ト
イ
ヮ

て
コ
分
キ
ヤ
メ
，
いこ
ゼ
場́
と
ス
ル
な
・‐
何
ふ
ｋ
て
選
ヴ
刀
ノ

宇
そ
の
場
と
，０

そヽ

いク
ろ
オ
～
の
で
７
。
メ
ｔ

そ
の
ウ
治
リ
ツ
ま
い
逆
〓
う
２
／
姜
争
＾
場
パ
和
今

卜し
；
て
，濃
ギ
い
て
しう
いう
イ
Ｔ

。

（さ
で

ス

漏

神
”
卜
人
・
ｐ
・‘

ツ
ク
２
⊂
受
り
う
´
ぞ
ア
‐
。

櫂

け
々
¨
で
，
お
，シ
ネ
み
じ
盗
難
以

賭
〈や
人
間

腺

縣

■
７

〈

レ
中
♭
ゆ
‘
力
逹
「上
ん
び
り
て
レ
ま
フヽ
＾
び
ブ
Ⅵ
。

の
命

イ

マ

詔
知
力
，
進
行
…

々
万
０
■

ク
ト

ぉ
傘

ル寄
が
立〃
Ｄ
マ
　
が
あ
く
な
マ

・
洋
２
急
χ
み
に

１
‥
ろ
ど
ケ
ど

よ
ま

■

か

も

つヽ
万

甲

λ

笠

´
わ

め
何

■

■

人

や
迄

ヽ

込

み
一３
Ｔ
八
グ
ム
る
をヽ
と
一一に
小
Ｒ
Ｐ
ろ

？
Ｊ
ゼ
‘
一　
。

ホ

ム
雄

ヮ
ｒ
ろ
そ

し
・Ｒ
，
■
１

　
一不
ス
リ
Ｔ
，

２
伸

り
う

一不
可
焦
Ｆ
潅
十
め
び
７
‐
　
。

鳩
ハ
村
ワ
３
一^
・ｏ蓄
小
ゃ
迄

込ヽ
ん
，
■
い́口薔
ハ
２
稼
，７て
力
ａ
上

あ
ス
ニ

ニ巻

パ
や

赤

―

だ

涯
ス
ト

応

形

旅
上

ュ

募

↑
人

之
マス
ヴ
コ
嘔
知
丼
外い
け
や
ら
１ヽ
卜
ｔ
や
ら
ｉヽ
″
ヽ
ｋ
”
り
ζ
夕
‐̈フ

和
サ
ー
ム
．ｏ
，

と
が
大
卿
な
の
こ
７

。

ぉ
斗
黒
〓
み
ん
う
０
夜
Ｔ
く
あ
げ
ろ
ワ
ヘ
ｐ
み
ッ
シ
イ
ん
　
，

ス
用
ス
ス
に
ゲ
″な
い
よ
わ
な
有
石
●
ゐ
ヮま
フ
‐　
。

ド
”
を
しそ
″
奇
■
不
，く
励
υヽ
＜
あ
い
卿
‐，
あ
¨
↓
全
あ
フ
て

庁
―
ゼ
＾
ご
１
，
。

ス
閣
ロ
ボ
お
示
班
■
ワく―
泣
い―
″不
ｌ
ι
３
７

。

こ
め
泣
だ
↓
大
ｉ
ソ
人
間
石^
ぞ
じ
喬
を
３
俗
猾

旧

口
々
あ■
４や■
γ
ぴ
ど
ち
，全
万
オ
？ダ
‘車
公
ス
ズネ
て
い３
つ
の

，

タ

フ
ゲ
ー
，
？

ゼ
小
旧

′ヽ江
え
ｒ‐
く
な
…

とヽ
め
エル
９
夕
く

ユ
租
く
り
皿

い
驀

猾

丼
に

Ｌ
¨
〓
と
　
ｔ
す
ｒ

とヽ

塾
τ

ｔ
ぜ
を
ハ
十
〃
が
，
４
‘

＾
ぴ

，
Ч

卜
が
，
人
鳳
■
黎
２■
‐叩
―
笑
を
求
あ
く，
の
こ
で
　
。

で
ｏ
血
瞑

牧^
並
魚
え
肌
；
１
‘

石
年
上
賞
Ｆ
ヒ
亨

わ

唯

３

絡

滞

川オ

ス

や

不

”
界

久́

な

時

世

子

ス

ば

ゲ
～

―

′

加
…

前
ザ
一／
ン
Ｚ
■
ブ

殺
人
ゑ
盗
事

骨

丈
帆

″冊
源

勝
実
検
・３
・む

ル木
１
５
年
〈‥
事
ア
ス
リ
ゝ
ご
〓
‐
。

ば

け
れ
ば
れ
７
３
ユ
‐
ス
＾
ク
な

口
々
雇
冬
フ
２
び
７
‐。

″
大
力
で
生
活
て
犀
絵
微
ご
対
一匹
丁
Ｊ
―ヽ
が
却
何
彙
人
開
う
そヽ

で
あ
ら
か
２
長れ
が

な
け
下
放
２ヽ，
ネ
ふ
う
ブ
‐
　
。

・い
３
に
お
夕い
し―
し
李
ｆ
う
―・ｐ
独
ガ
ド
ユ・¢
一ダめ
ぐ
そ
∠
ら
ヒ

ダ
今
凧
格

福
天
１
３
・

↓
塗
二
与
曰
算
顔
ま
笑
須
↑市
を
表
ぽ
ぶ
多
く林
３
勝
―

間́
に
ψ矢
う
，
ユ半
含
隊
７
，
」

．百
一入
ｉ
び
に
一人
若
二
，
一度

κ
‥
一六
カ
ｏ，
ア

ヒ

一「ヱ
全

オ

　

一κ

一た

」

・じ
魚
ン
万
‐／
１
ヒ
笑
令
と
豚
２
ヴ
て
政
り
が
―
，
歿レ
ツ
湘
サ́

が
０
しヽ
セ
ツ人
７
・う
´
こ
ヱ本
万
お
・う
レす
λ
が
う
ゲ
フ
ト
　
‥
」

ゲ
，
３
不

笑
顔
彗
シ
丁

」

Λ
年

ヽヽト
トうヽ
Ｊヽ
し
１
年
須
ス

中^
ケ
う
未

昼
∩
末
５
愛

夕
？

ゼ

液^
ド
＋電
摯
左
教
ぬ
お
そ

禍
そ
肺
を
あ
ら
の
１
リ
ク

リ
，
ｔ
Ｆ

ｐ
一け
？
７
を

ｂ

わ
み
Ｄ
ｔ
‘
　
。

お
工
０
並
び
め
石
笑
「
や
籍
冬
分
家
４
令
一ヽヽヽ、本
ご
葡
■
承

め
ぁ
え
を
Ｔ
訟
ド

π
吟
り
の
が
，ｃ
る
中―
て
掟
わ
な
フ
ー

て

∩
脚
下

綺矢
タ
ー
名
舜
劣
あ
Ｄ
与
！
―
使
わ
摯
δヽ
あ
ぴ
１

．

せ
＾
ヤ
ζ
旧
醜
い支
あス
で
と
と

＋、わ
奮
マ
ん
ふ
あ
か
ハ

か

常

そ

嘲

矢

子

甘

Ｔ

が

そ

´
醜

い
す

の

方

面

バ

翡

と

紹
い
‘
小
ｉ
ｌ
こ
と
知
フて，う
の
Ｆ
ろ
ら
↑
，，，？
，　
。

あ
多
お
・顔
２
２
て
いう
と
印
気
‥
いれ
着
ふ
矢
せ

，
が

Ｌ
かく
も
の
２
有
Ｌ
ｎ
ｌ

ぁヽ
サ
フヽ
ト
暖
術
的
な
石
‘
一石
ｔ

群
～
本
‥
じ
１
‐
・

そ
な
が
嬌
・２ひ
を
み
ぁ
る
不
夕み
６
と
ん
な
の
年
１

．

生

小
て
す

ぐ
４
ホ

ち
ゃ
／待
け

れ

τ
場

´
そ

左

右

ム
ム
Ｆ
ナ
単

な

示

Σ
私
芝
ュ
ー
。

ゼ
して
時
が千
多
事
甲
か
ケ
木
楊
ア
半
，
中
き

け
０
あ
て
御
か
２

を

ス
ー

争

ス

ト

対

ｔ

マ

律

久

む

‥

わ

矢

「
善

‥

Ｊ
Ｔ

　

。

′
不
卜
μ

いろ
いう
う
″
今
π
が
あ
リ
ン
オ
ー

。

微
笑

ウ

・
博
わ
■

ふ
２
出
‥
笑

７ヽ
入
天

ｏ
本

争

ど

に
ζ
一ク
失
よ
Ｆ
れ
，
ク
ム
矢
″
小
う
人
竿
今

士石

つ
の？
ド
３

つ

え

て
笑

，フ
Λ
口
と

よ

■
時
の
中

び
Ｆ

″
冷

次

卜
Ｐ

い
ヶ
が

ら
６

征
・ヽヽ．口

Ｌ

矢

ウ

卦
〆
女

・
加
与

ι
絡

琳
と
と
，
卜
あ
い
弊

〈

ウ
′愛
得
黎
↑
く
お
て
，
久

ｉ
ｔ
Ｌ‥
泣
いて
ｊ
ｌ

ド
嬌

ｔ
ハー
や
お
が
ヽ
―
が
お

ツヽ
″
⊇
」
が
，
ツ
ク
ル
大
‥
レン
タ

）社
ｔ″人
゛
・たス着
，
かよ
い
二■
バ
と２
に
″大
う
来
，
入
イ
く
Ｒ

相
手
と
島
晟
■
―
ヱ
〈ウ
ゼ
せ
ル
ネ
や
嘲
ウ
入
ヽ
！
らむ

″
本
方
ド
け
孫
々
あ
り
υ
７

．

一矢
浩
大
ｒ
い永
希
永
双
び
Ｔ

。

で
り
だ
え
方
ヱ
仝
ゃ
酬
″
大
い　
人
″人
Ｌ
ど
清似
卜
ｏし
，
小
‐つ
レ
～

や
”入
■
■
７
．
子
γ^守^
立
場
ド
ー
ル
本
あ
子
け
～
”
．

■
Ｔ
う
■ヽ
一授
磁
↑
笑
Ｔ
一
メー
ァ
膚
熙
２在
マ
け
の

で
１
　
　
　
・一一

ご
今

蒔

下

口

，
イ

ル
ゝ
Ｊ
ア
ー
。
ぞ
バ
多

、
方

，

コ
し

滑

ｉ

す

。

あ

口

い

―
，
ｐ

口
い

―

わ

′
β

ｌ
‘
け
Ｆ‥
り
，

…

け
，
け
タ
ｌ

ｒけ
ぇ
け
，タ
ー
・
が
，
が
，

‐
ゲ
ん
，
が
，
グ
♭
／
１

お

輌
，

―
・
旧
ｒ
ｌ
‥

フヽ
か
か
，

か
か
か
―
‘

多
■
，２
や
‐
く
才
２
１
，
―
ハ
ｖ
ひ
件
Ｙ
′
〈
ハ
〈
…
‥

（
ウ
〈
，
―
た

ハ，
え
（
，

，‥
　
う
び
り
し

主
石
喜
阜
―
ト

‐ド

フ
〓
ッ

ー

ー、ビ
ヽ
卜

こ
―

トーー
ト
ド

ハ

ー

ト
ー
‥
‘ぅ
単

―

い
場

′―
‘

や
ツ
ー

い
％

う
り

´

ち

こ
う
む

士
ア
４
お
マ
２ヽ
て
建
禾
７
ｌ
Ｄ
あ
～
３
１
１
。
■
―
卜
に
だ
よ

夕
本

方

に
Ｊ
マ

そ
φ
ス
の
日
”
私

品

椅

が
周

わ

颯
―

とヽ
が

ス

♭
め
な

サ
■
。
上
あ

Ｔ
品
が
円
力
小
―
―
す●
こ

ｍ
甲
う
ｆ
禦
（―
く
但
物

や
雰

□
λ
２
わ
そ
う
，２
て
フ
で
，
よ
う
ド

に
タ
リ
・・′
仁
げ
ン
～

３

せ
‘

―

。

い′
‥
′
２
週
寸
■
生

る
たに
″
人
叡
“
遇
７
■
生
ご
す

。

い
フヽ
！
妥
一ク
ロく
枠
コ
Ｊ
ムヽ

Ｆ
ら
ス
↑
ゎ
～
ゐ

叩
２

家

ｔ
¨
朴
か
ｏ
‘黎

，
Ｆ
Ｊ
ｊ

Ｔ

ｔ

ね
木

り
槃

―
を

却
う

‘
に
Ｆ
わ
そ
奮
ヽ
ムヽ
ゾ
ｔ
↑
う
７
１

．
　
　
　
堺
〃め
て

′
大
茄
劣
人
す
と
バ
・イツ
ーー
つ
あ
０
ｌ
Ч
　
．
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一一の

一

第 55号 陽 風 園 だ よ り

“

陽

向

苑

緑
の
力
一ｒ
テ

ン
作
り

園
芸
ク
ラ
ブ

は
毎
月
１
～
２

回
、
花
壇
の
手

入
れ
を
し
て
い

ま
す
。
今
年
の

テ
ー

マ
は

ｅ
Ｃ

ｏ
で
す
。

食
堂
横

の
中

磯

庭
に
朝
顔
を
植
え
、
紐
に
つ
る
を
這
わ

せ
て

「
緑

の
カ
ー
テ
ン
」
作
り
を
行

い

ま
し
た
。
直
接
夏
の
陽
射
し
を
受
け
る

の
を
防
ぎ
、
食
堂
を
涼
し
く
、
見
た
目

も
綺
一麗
で
少
し
で
も
癒
し
の
場
と
な
れ

ば
と
の
願
い
か
ら
で
す
。

そ
の
後
、
入
所
者

の
方
が
毎
日
欠
か

さ
ず
水
や
り
を
し
た
結
果
、
見
事
な
花

を
咲
か
せ
、
初
の
試
み
と
し
て
は
上
手

く
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他

に
も
橘
寮
横

の
中
庭

で
は
、

茄
子
や
レ
タ
ス
、
は

つ
か
大
根
、
ス
ナ

ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
等

の
家
庭
菜
園
を
行

い
、

先
日
、
収
穫
し
た
野
菜
を
入
所
者
の
方
々

と

一
緒
に
調
理
し
ま
し
た
。
取
れ
た
て

新
鮮
で
、
と
て
も
美
味
し
か

つ
た
と
評

判
で
し
た
。

こ
れ
か
い
も
、
花
や
野
菜
を
通
し
て
、

入
所
者

の
方

々
に
豊
か
な
気
持
ち
に
な

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

万
一
陽
一
苑

海
風
、―一浴
践
ラ
イ
ブ

八
月
十
二
日
午
後
か
ら
、
海
風
浴
ド

ラ
イ
ブ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
前

日
ま
で
の
悪
天
候
が
嘘
の
よ
う
に
晴
れ

渡
り
絶
好
の
ド
ラ
イ
ブ
日
和
と
な
り
ま

し
た
。
山
側
環
状
道
路
を
通
り
白
尾
か
ら
能

登
有
料
道
路
に
乗
り
高
松
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
に
到
着
。
ま
ず
は
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
で

潮
風
を
浴
び
な
が
ら
記
念
撮
影
で
す
。

最
初
は
か
し
こ
ま
つ
て

一
枚
、
そ
の
後
は

そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
い
ポ
ー
ズ
で
撮
影
し
ま

し
た
。
こ
の
日
は
久
々
に
日
差
し
が
強
く

気
温
も
高
い
た
め
、
早
々
に
エ
リ
ア
内
の

食
堂
に
移
動
し
ま
し
た
。
」保
し
い
食
堂

に
あ
る
大
き
な
窓
か
ら
日
本
海
を
眺
め

な
が
ら
、
名
物
の
巨
峰
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

な
ど
思
い
思
い
の
も
の
を
注
文
し
美
味

し
そ
う
に
食
べ
て
お
い
で
ま
し
た
。
男
性

利
用
者
の
方
が
し
み
じ
み
と
「夏
や
な
ぁ
」

と
言
わ
れ
た
と
き
に
は
周
り
の
方
も
で
つ

ん
、
う
ん
」
と
頷
い
て
お
い
で
ま
し
た
。
帰

り
の
車
中
で
「
私
ら
（利
用
者
の
方
々
）
の

日
頃
の
行
い
と
、
あ
ん
た
ら
（職
員
）
の
願

い
が
、
お
天
道
様
に
通
じ
た
ん
や
ね
え
～
。

（笑
こ

と
の
言
葉
に
も

一
同
大
納
得
の

様
子
で
し
た
。

夏
の
日
差
し
に
青
い
海
、
潮
の
香
り
…

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
「
夏
」
を
体
感
し
、
皆

さ
ん
に
は
喜
ん
で
頂
け
た
よ
う
で
す
。

蒙
効
鐵蔽渠
）

今
年
は
天
候
不
順
に
悩
ま
せ
ら
れ
な

が
ら
、
恒
例
の
夏
ま

つ
り

「
納
涼
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
憎
の
天
候
の
た

め
食
堂
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

お
祭
り
の
開
会
を
告
げ
、
す
ぐ
に
、

景
気
良
い
音
を
聞
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
今
年
も
末
町
青
年
会
の
皆
様
に
よ
る

「
ひ
ょ
い
ひ
ょ
い
太
鼓
」
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
青
年
会
の
皆
様
の

た
く
ま
し
い
姿
か
ら
繰
り
だ
さ
れ
る
華

麗
な
ば
ち
さ
ば
き
に
は
、
す
べ
て
の
皆

さ
ん
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
内
川
婦
人
会
、
上
辰
巳

婦
人
会
、
つ
つ
じ
が
丘
婦
人
会
の
皆
さ

ん
が
綺
一麗
な
浴
衣
に
身
を
包
み
、
炭
坑

節
や
百
万
石
音
頭
、
金
沢
音
頭
な
ど
夏

情
緒
た

っ
ぷ
り
に
踊
り
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
も

一
緒
に
楽
し
い

一
時
を
過
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

も

こ

の
よ
う

な
行
事
等
を

通
じ
て
地
域

の
皆
様
と
交

流
し
て
い
け

る
よ
う

に
努

め
ま
す
。

罐
咆
『

第
三
万
陽
苑
に
は
、
ツ
バ
メ
の
巣
が

あ
り
、
毎
年
春
に
な
る
と
ツ
バ
メ
が
来

て
ヒ
ナ
を
育
て
て
い
ま
す
。
ヒ
ナ
は
と

て
も
可
愛
く
、
い
つ
も
元
気
な
声
を
上

げ
て
親
鳥
を
待

っ
て
る
姿
は
、
無
邪
気

で

一
生
懸
命
生
き
よ
う
と
し
て
お
り
、

そ
の
姿
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
元
気
に

成
長
し
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
る
の
で

す
が
、
動
物
の
世
界
は
厳
し
く
、
毎
年

カ
ラ
ス
の
被
害
に
遭
い
、　
一
度
も
ヒ
ナ

が
巣
立
つ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
も
ツ
バ
メ
が
ヒ
ナ
を
育
て
て
お

り
、
可
愛
い
ヒ
ナ
が
巣
立
て
ば
い
い
な

ぁ
と
願
い
見
守

っ
て
い
る
と
、
７
月
１

日
開
設
記
念
日
の
朝
、
ヒ
ナ
４
匹
全
て

が
巣
に
顔
を
乗
せ
、
目
を
閉
じ
、
全
く

動
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ヒ
ナ
が
死

ん
で
し
ま

つ
た
、
今
年
も
巣
立
た
な
か

っ
た
と
、
そ
れ
を
見
た
職
員
全
員
が
悲

し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

な
ん
と
、
午
後
に
は
生
き
返
っ
て

（？
）

お
り
、
元
気
に
ご
飯
頂
戴
―
と
鳴
い
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
順
調
に
育
ち
、

初
め
て
無
事
巣
立

っ
て
行
き
ま
し
た
。

今
年
成
鳥
し
た
ツ
バ
メ
が
来
年
も
第
三

万
陽
苑
に
来
て
、
元
　
一́一一導
ざ
　

・・ヽ，

気
な
姿
を
見
せ
て
く

れ
る
こ
と
を
願

っ
て

い
ま
す
。

_―・ Iヽ― t・‐ _,

-7-



第 55号

設
一一一蒻
一だ
ヽ
一ま
状
ヨ
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三
陽
ホ
一■
ム

自
立
支
援
．に
向
け
て

現
在
、
三
陽
ホ
ー
ム
の
平
均
年
齢
が

６９
歳
と
高
齢
化
し
、
そ
れ
に
伴
い
Ａ
Ｄ

Ｌ
低
下
が
み
ら
れ
生
活
に
支
障
を
き
た

し
て
い
ま
す
。
歩
行
器
や
車
椅
子
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方
が
増
え
、
現
行
の
ト

イ
レ
で
は
排
泄
が
困
難
と
な

っ
て
き
て

お
り
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
の
設
置
が

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

改
修
す
る
こ
と
で
、
ト
イ
レ
で
の
排
泄

も
自
分
の
力
で
出
来
、
自
立
に
向
け
て

の
支
援
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
今
回
ト
イ
レ
の
全
面
改
修
を
行
い

ま
し
た
。

三
週
間
に
及
ぶ
工
事
期
間
、
仮
設
ト

イ
レ
の
使
用
や
、
他

の
フ
ロ
ア
に
行
く

等
の
ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
生
活
リ
ズ

ム
が
変
わ
り
体
調
不

良
に
な
る
方
も
居
て
、
日
常
生
活
を
送

る
上
で
、

い
か
に
大
切
で
あ
る
か
痛
感

い
た
し
ま
し
た
。

完
成
を
待
ち
に
待

っ
た
利
用
者
か
ら

は
、
「使
い
や
す
い
わ
～
」
「き
れ
い
で

気
持
ち
い
い
わ
～
」
な
ど
喜
び
の
声
が

多
数
あ
が
り
ま
し
た
。

今
後
も

『自
分
で
出
来
る
喜
び
』
『そ

の
人
ら
し
く
生
活
し
て
い
く
』
事
が
出

来
る
よ
う
本
人

・
職
員
が

一
丸
と
な
り

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ハ
ビ
独ヽ
ポ
ー
ト
若
葉

希
望
者
旅
．行
第

一
班

六
月
二
十
九
、
三
十
日
に
和
倉
温
泉

「
あ
え

の
風
」

へ

一
泊
二
日
の
旅
行

に

行

っ
て
き
ま
し
た
。
若
葉
利
用
者
に
と

っ
て
年
に

一
回
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

皆
さ
ん
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

旅
館
到
着
後
、　
一
息

つ
い
て
、
さ

っ

そ
く
温
泉

へ
向
か

い
ま
し
た
。
七
尾
湾

を

一
望
す
る
大
浴
場
に
浸
か
る
と
、
「
ん

―
、

い
い
湯
や
わ
」
と
皆
さ
ん
自
然
に

回
か
ら
こ
ぼ
れ
ま
す
。

温
泉
の
後
は
お
楽
し
み
の
宴
会
で
す
．

地
元
食
材

（中
島
菜
等
）
を
使
用
し
た

食
事
は
、
日
で
も
舌
で
も
大
満
足
。
広

間
は
笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま
す
。
カ
ラ
オ

ケ
が
始
ま
り
宴
は
最
高
潮

の
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。

翌
日
、
朝
風
呂

の
後
に
、
美
味
し

い

朝
食
を

い
た
だ
き
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た

温
泉
ラ
イ
フ
を
満
喫
し
ま
し
た
。
帰
り

の
バ
ス
に
乗
る
際
、
お
世
話
に
な

っ
た

仲
居
さ
ん
に

「
あ
り
が
と
う
、
あ
り
が

と
う
」
と
感
謝
し
手
を
握
る
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

帰
園
後
、
「楽
し
か

っ
た
あ
」
と
清
々

し
い
笑
顔
で
話
さ
れ
る
皆
さ
ん
。
旅
行

を
通
じ
、
ま
た

一
つ
良

い
思

い
出
が
で

き
た
こ
と
に
職
員

一
同
喜
び
を
感
じ
て

い
ま
す
。

あ
け
一ぼ
一の
作
業
所

福
祉
漱
〓
ヅ
プ

「ひ
ま
わ
り
」
オ
ー
プ

ン

金
沢
市
武
蔵
ケ
辻
地
区
に
、
本
年
四

月
十
六
日
に
市
民
の
台
所

「近
江
町
い

ち
ば
館
」
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
四
月
四
日
に

は
金
沢
市
役
所
の
運
営
す
る
近
江
町
交

流
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
、
山
出

金
沢
市
長
の
お
声
が
か
り
も
あ
り
、
市

内
八
カ
所
の
授
産
施
設
に
よ
る
共
同
福

祉
シ
ョ
ッ
プ

「
ひ
ま
わ
り
」
が
、
い
ち

ば
館
三
階
で
同
時
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま

し
た
。
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
も
あ
り
多
種
多
様

と
は

い
え
な

い
も

の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
を
代
表
す
る
商
品
や
食
育
カ
ル
タ
、

金
沢
の
お
い
し

い
水
な
ど
も
陳
列
さ
れ

て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
あ
け
ぼ
の
作
業
所
の
ク

ッ
キ
ー
や
梅
干
し
、
ら

つ
き

ょ
う
な
ど

も
販
売
さ
れ

て
い
ま
す

の

で
、
み
な
さ

ん
も
近
江
町

で
の
お
買

い

物

の
際

に
は

ぜ
ひ
立
ち
寄

っ
て
み
て
く

だ
さ

い
。

み
ご
藤
保
育
園

お
父
さ
一ん
．と
遊

ぼ
う
会

六
月
二
十
七
日
、
み
ず
き
保
育
園
恒

例
行
事

で
あ
る

「
お
父
塔
ん
と
遊
ぼ
う

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
は
仕

事
が
忙
し
く
、
な
か
な
か
保
育
園
に
来

る
こ
と
が
少
な

い
お
父
さ
ん
に
、
半
日

子
ど
も
と
じ

っ
く
り
関
わ

っ
て
も
ら
お

う
と

い
う
狙

い
に
加
え
、
地
域

の
こ
と

を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
近
く
の
本
越
町

で
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
プ

ロ
グ
ラ
ム

の
主
な
も
の
で
す
。

子
ど
も
達
は
、
お
父
さ
ん
と

一
緒
に
、

田
ん
ぼ
の
中
を
覗

い
た
り
、
ゆ

っ
た
り

と
流
れ
る
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

コ

マ
回
し
な
ど
お
父
さ
ん
の
新
た
な
凄

い

姿
に
尊
敬

の
眼
差
し
の
子
も
多
か

っ
た

と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
私
達
保
育
士
も
、
普
段
は
お

父
さ
ん
と
お
話
す
る
こ
と
が
少
な
い
中
、

こ
の
日
は
ゆ

っ
く
り
と
お
話
す
る
こ
と

も
で
き
た
良

い
機
会
で
し
た
。

コ
マ
回

し
名
人
や
縄
跳
び
名
人
な
ど
、
普
段
見

ら
れ
な

い
お
父
さ
ん
の
素
敵
な

一
面
も

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
は
子
ど
も
を
介

し
て
、
お
父
さ
ん
同
士
親
交
を
深
め
て

お
ら
れ
る
方
も
お
り
、
お
父
さ
ん
仲
間

が
増
え

て
い
け
ば
更
に
素
敵
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
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熙
溺
遷

一́一一一一″́́
一́́一́一一一一一一一一一一一一一一ヽ一ヽヽ一， 一ヽヽ
一一一
一一

５

月

理
事
会

・
評
議
員
会

千
鳥
会
歌
謡
舞
踊
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
（陽
風
園
）

た
け
の
こ
祭
り
　
　
　
　
　
　
（
ハ
ビ
リ
）

春
の
行
楽
　
　
　
　
（向
陽

。
第
三

・
三
陽
）

健
康
相
談

内
川
地
区
た
け
の
こ
祭
り

内
川
手
作
リ
サ
ロ
ン

菊
川
・内
川
・
つ
つ
じ
が
丘
・崎
浦
・大
桑
団
地

健
康
づ
く
り
教
室
　
　
　
　
　
（地
域
福
祉
）

ハ
イ
キ
ン
グ
　
　
　
　
　
　
　
（あ
け
ぼ
の
）

バ
ラ
園
見
学
　
　
　
　
　
　
　
（木
越
デ
イ
）

こ
ど
も
の
日
の
集
い

ひ
ま
わ
り
村
種
ま
き

親
子
バ
ス
遠
足
　
　
　
　
　
　
　
（み
ず
き
）

茶
話
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（万
陽
デ
イ
）

風
船
バ
レ
ー
大
会
　
　
　
　
　
　
　
（万
陽
）

外
出
喫
茶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
二
）

北
陸
三
県
救
護
施
設
春
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（三
陽
）

石
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
ハ
ビ
リ

・
あ
け
ぼ
の
）

６
月美
容
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

北
陸
学
院
中
学
校
花
の
日
訪
問

赤
と
ん
ぼ
グ
ル
ー
プ
歌
謡
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

金
沢
美
生
会
歌
謡
舞
踊
ボ
ラ
と
ア
ィ
ア
（陽
風
園
）

菖
蒲
湯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（各
施
設
）

菊
川
・内
川
・
つ
つ
じ
が
丘
・崎
浦
。十
一屋
・

大
桑
団
地
健
康
づ
く
り
教
室
　
（地
域
福
祉
）

中
央
教
会
花
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
　
（万
陽
）

春
の
旅
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
二
）

生
き
生
き
健
康
支
援
　
　
　
　
（第
三
デ
イ
）

運
動
会

救
急
講
座
　
　
　
　
　
　
　
（向
陽

・
三
陽
）

衛
生
講
座
　
　
（向
陽

。
三
陽

・
あ
け
ぼ
の
）

野
球
観
戦

希
望
者
旅
行
第

一
班
　
　
　
　
　
（
ハ
ビ
リ
）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
鑑
賞
　
　
　
　
（み
ず
き
）

７

月
金
沢
市
長
夏
季
見
舞

園
祭
式
典
理
事
長
と
女
性
職
員
と
の
懇
談
会

模
擬
店

浅
田
あ
き
ら

一
座
希
望
の
会
ボ
ラ
と
ア
ィ
ア

（陽
風
園
）

開
設
記
念
祭
　
　
　
　
　
　
（第
二

・
第
三
）

園
祭
模
擬
店
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ハ
ビ
リ
）

孟
蘭
盆
法
要
　
　
　
　
　
（陽
風
園

。
第
二
）

菊
川
・内
川
・
つ
つ
じ
が
丘
・崎
浦
・十
一屋
・

大
桑
団
地
健
康
づ
く
り
教
室
　
（地
域
福
祉
）

作

っ
て
食
べ
よ
う
会
　
　
　
　
（第
三
デ
イ
）

ひ
ま
わ
り
村
開
村
式

ル雀
保
み
会

ど
じ
ょ
う

つ
か
み
大
会
　
　
　
　
（み
ず
き
）

保
育
園
訪
間
交
流
会

『ど
じ
ょ
つ
つ
か
み
大
会
』
見
学
（木
越
デ
イ
）

夏
祭
り
　
　
　
　
　
　
　
　
（万
陽

。
第
三
）

大
桑
団
地
納
涼
祭
　
　
　
（第
二

・
ハ
ビ
リ
）

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

納
涼

（食
事
会

・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）
Ｔ
一陽
）

納
涼
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
　
　
（あ
け
ぼ
の
）

希
望
者
旅
行
第
二
班
　
　
　
　
　
（
ハ
ビ
リ
）

在宅サービス利用状況 (5月～7月 )

獅鶉蕉1灘 Z懸:羅験も

万 陽 苑

シ ∃ ― ト ス テ イ 248

ア イ サ ビ ス 939

ホ ー ム ヘ ル プ サ ー ビ ス 346
コ
し
而
日 食 サ ビ ス 354
移 送 入 浴 サ ー ビ ス 15

居 宅 介 護 支 援 事 業 495

お年寄り地域

福祉支援センター

予 防 プ フ ン 1,076

介 護
日
日 談 702

木 越
ア イ サ ビ ス 745
居 宅 介 護 支 援 事 業 89

第二万陽苑

シ ∃ ― ト ス テ イ 514

ホ ー ム ヘ ル プ サ ー ビ ス 341

居 宅 介 護 支 援 事 業 21]

第三万陽苑

シ ヨ ー ト ス テ イ 613
ア イ サ ビ ス 656

居 宅 介 護 支 援 事 業 190

八ビリポート若葉
シ ∃ ― ト ス テ イ 16

日
土
寸 支 援中 3

入園者の変動状況 (5月～7月 )

)M 聰
向 陽 苑 239 8 7

万 陽 苑 ]86 ]8 19

第二万陽苑 ]49 36 33

第三万陽苑 147 ]5 14

三陽ホーム 105 1 ]

八ビリポート若葉 206 0 2

あけぼの作業所 40 0 1

みずき保育園 175 4 0

診 療 所 ]5 17 19

△
□ 計 1,262 99 96

ふれあいのまちづくり事業活動

5月 6月 7月 計

0 0 0 0
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（順
不
同

・
敬
称
略
）

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

グ
ル
ー
プ
希
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

千
鳥
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

赤
ト
ン
ボ
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

金
沢
美
生
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

石
川
県
職
員
退
職
者
会

「
マ
ジ
ッ
ク
教
室
」

（金
沢
市
）

石
川
県
植
木
職
人
連
合
会
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

浅
田
あ
き
ら

一
座
希
望
の
会
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

Ｐ
Ｌ
金
沢
南
教
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

北
陸
学
院
中
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

金
沢
中
央
教
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

末
日
聖
徒
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
教
会
　
　
　
　
（金
沢
市
）

カ
ト
レ
ア
の
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

小
西
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（白
山
市
）

ひ
だ
ま
リ
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

ひ
ま
は
り
の
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

ひ
ょ
い
ひ
ょ
い
太
鼓
末
町
青
年
会
　
　
　
　
（金
沢
市
）

つ
つ
じ
が
丘
婦
人
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

上
辰
巳
町
婦
人
会

内
川
婦
人
会

葉
月
の
会

合
歓
の
会

三
色
す
み
れ
の
会

フ
レ
ン
ズ
優

黒
川
　
節
子

（金
沢
市
）

北
野
　
　
弘

（金
沢
市
）

新
畑
　
光
文

（金
沢
市
）

勝
尾
外
美
子

（金
沢
市
）

高
窪
千
寿
子

（金
沢
市
）

中
村
　
俊
子

（金
沢
市
）

村
上
八
重
子

（金
沢
市
）

澤
崎
　
理
恵

（金
沢
市
）

米
田
　
早
紀

（金
沢
市
）

安
原
　
　
舞思

（金
沢
市
）

荒
間
　
知
子

（金
沢
市
）

寄
附
物
品
の
部

押
野
校
下
婦
人
会

）

中
本
　
立早
子

坂
本
　
久
子

安
岡
　
龍
男

村
尾
　
和
子

朝
倉
　
　
薫

佐
野
千
里
子

加
藤
　
啓
子

米
田
　
智
春

小
路
　
　
優

北
村
由
美
子

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（白
山
市
）

（金
沢
市
）

（白
山
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

押
野
赤
十
字
奉
仕
団
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

帥
サ
ン
ラ
イ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

内
川
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

リ
リ
ア
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

は
な
の
木
薬
局
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

木
村
　
　
博

（金
沢
市
）

徳
田
　
郁
夫

（金
沢
市
）

吉
浜
　
勝
利

（金
沢
市
）

小
畠
　
雪
子

（金
沢
市
）

中
川
　
信
子

（金
沢
市
）

士
口
村
　
笑
子

（金
沢
市
）

寄
附
金
の
部

金
沢
市
長
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　
　
　
（金
沢
市
）

崎
浦
地
区
町
会
連
合
会
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

堂
上
　
邦
子

（金
沢
市
）

森
本
　
茂
行

（金
沢
市
）

横
山
　
重
子

（東
京
都
）

笹
尾
　
竹
松

（加
賀
市
）

佐
々
本
君
子

（金
沢
市
）

士
口
村
　
笑
子

（金
沢
市
）

北
川
太
三
郎

（金
沢
市
）

斉
藤
　
正
彦

（金
沢
市
）

山
本
　
一語
嗣

（金
沢
市
）

岡
本
　
雅
登

（金
沢
市
）

東
藤
　
　
登

（野
々
市
じ

　
浅
田

そ
の
他
匿
名
　
七
十
四
名

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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